








































































































































































































































































































































































































































































 （1） Boileau, Œuvres de Boileau, L’Art poétique, Edition de Georges Mongrédien, 
26
Editions Garnier Fr ères, 1961, p.172.
 （2）  Corneille, Œdipe (1659), Racine, Phèdre (1677) : コルネーユはエディップ
の妹に ディルセ Dirc é 姫を配し、ラシーヌはイポリットの恋人にアリシイ
Aricie 姫を配した。
 （3） Plautus, Amphitruo, Aulularia.
 （4） Tirso de Molina, El Burlador de Sevilla y Convidado de Piedra (1625 
?). 翻訳には、Pierre Guenoun, L’Abuseur de Séville et l’Invité de Pierre, 





 （5） Gendarme de Bévotte, Le Festin de Pierre avant Molière, Slatkine 
Reprints, Genève, 1978. Nicolas Drouin dit Dorimon, Théâtre, textes par 
Mariangela Mazzocchi Doglio, Schena-Nizet, Paris, 1992.
 （6） Gendarme de Bévotte, La Légende de Don Juan, Son Evolution dans la 
Littérature des origines au romantisme, Slatkine Reprints, Genève, 1993.
 （7） Lorenzo da Ponte, Don Giovanni (1787), textes par Jean Massin, Editions 
Complexe, Bruxelles, 1993, pp. 207–271.
I.  『色事師』の登場人物




に進行する。便宜的に（翻訳に従って）3 幕になっているが、第 1 日（Jornada 
primera）から第 3 日（Jornada tercera）に別れていて、その中で場面が次々
に変わる。ここでは幕数をローマ数字で示す。
II.　『ドン・ジュアン』の登場人物たち：女性たち
 （1） Molière, Œuvres complètes de Molière, Tome I, Edition de Robert 




拝借した。引用は（I–1）［I 幕 I 景］と記す。
 （2） Ibid., p. 714.
 （3） I. の注（2）を参照。 
 III.　ドン・シュアン、石像およびスガナレル
 （1） 拙論『スガナレルの系譜』弘前大学教養部『文化紀要』第 12 号 II、1977, 
pp. 103-127。
 （2） 動く石像や地獄の業火は、当時流行の「仕掛け芝居」comédie à machines
として人気があった。石像は亡霊とともに、このトラジ＝コメディーに終幕
をもたらすデウス・エックス・マキナの役割を果す。筆者の観劇体験では、
1995 年の改修なったコメディ＝フランセーズのジャック・ラサル Jacques 
Lassalle 演出の『ドン・ジュアン』の幕切れや、同年のポール・エリュアー
ル劇場のパトリス・ビジェル Patrice Bigel 演出の『ドン・ジュアン』の終幕
が特に印象に残る。
（本稿は、科学研究費補助金による共同研究「多メディアにおける「らしさ」の変容
―表象文化にとって「自然さ」とは何か―」［基盤研究（C） 課題番号 20520131 研究
大表：北山研二］ の研究成果の一部である。）
